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以下、消防法第３５条の５第２項各号について整理する。 

 

 

 

 

 

１ 総論 

第１号の基準（分類基準）は、傷病者の状況に応じた適切な医療の

提供を行うために、医療機関を分類する基準を定めるものである。 

  救急搬送は、その症状が著しく悪化するおそれがあり、又はその生

命が危険な状態にある傷病者等を搬送するものであることから、分類

基準は、当該傷病者の傷病者の生命の危機の回避や後遺症の軽減など

が図られるよう、優先度の高い順に以下の３つの視点から策定される

必要がある。 

 

（１）緊急性 

生命に影響を及ぼすような、緊急性が高い傷病に対応するもの。 

 

（２）専門性 

専門的な医療が必要なもの。 

  

（３）特殊性 

搬送に時間を要している傷病への対応等、特殊な対応が必要なも

の。 

   

   

 

 

 

 

第１号（分類基準） 

傷病者の心身等の状況に応じた適切な医療の提供が行われること

を確保するために医療機関を分類する基準 


